
 

  
 

Total Cold Chain Management 

デルタトラックジャパン株式会社 

大阪府堺市北区東雲東町 1-6-23 宝永ビル１Ｆ／３Ｆ 

TEL:072-250-7561  FAX:072-250-7581 

http://www.dtijapan.co.jp/ e-mail: salesinfo@dtijapan.co.jp 

デジタルプローブ温度計自動温度校正方法 

1. カップにクラッシュアイスと水を加えてください。 プローブチップが温度校正中に氷水の中に浸漬されるよ

うにしてください。 （ご注意：温度校正を厳密に行なうには、蒸留水と蒸留水で作られた氷のご使用を

お勧めします。） 

2. 温度計の電源をいれて本体裏側の“摂氏℃/華氏°Ｆ切り替えスイッチを用い、摂氏（℃）のスケールに

設定して下さい。 

3. 本体裏側の“ＣＡＬ”のボタンが見えるようにポケットクリップを回して下さい。 

4. プローブチップをカップの真ん中に入れ、チップ先端が氷水に浸漬されるように入れて 15 秒間かき混ぜて

ください。プローブがカップの端に接触しないようご注意下さい。（Ｆｉｇ．１を参照して下さい）。 

5. プローブチップを完全に浸漬している間に、“ＣＡＬ”ボタンを 2 秒間押し続けてください（Ｆｉｇ．２を参照し

て下さい）。“ＣＡＬ”の表示がＬＣＤ画面に表示されます(Ｆｉｇ．３を参照下さい)。 

6. この手順を行なっている際“ＣＡＬ”がＬＣＤ画面に表示されてから、温度計は自動で以下の操作を行な

います： 

a. 安定した一連の数値を記録できるまで数値の読み込みを行います。 

b. 最後に 3 点の読み込んだ数値を“Ｃ”の表示の前にＬＣＤに表示します。 

c. 温度校正が終わると、通常の測定にご使用いただけます。(Ｆｉｇ．４を参照して下さい)。 

 

  

 

 

注意点： 

”Err1”がＬＣＤ画面に表示された場合、氷水の状態が不安定で 0℃に安定しないことを示します。 消去するに

は、温度計の電源を切りもう一度電源を入れて下さい。 60 秒間氷水が安定するまで待ち、 温度校正をもう一

度行って下さい。 

“Ｅｒｒ２”がＬＣＤ画面に表示された場合、平均の読み込み数値が+/-0.3℃の公差を超えていることを示します。

消去するには、温度計の電源を切りもう一度電源を入れて下さい。 
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